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「目には青葉 山ホトトギス 初鰹（はつがつお）」どこかで一度は聞いたことのある俳 

句ではないでしょうか。江戸時代の俳人山口素堂の句 

です。青葉、ホトトギス、鰹と季語が３つも入ってい 

る変わった俳句です。山からは、うららかなホトトギ 

スのさえずりが聞こえ、里では新緑が目にまぶしく、 

またおいしい鰹が収穫できる。この句は、そういうは 

ずむような生命に満ちあふれた季節がやってきたこと 

を、３つの季語、それもすべて別の感覚で味わえるも

のを並べることによって、「初夏が来た」ということを表現した一句です。五月は、我々が、 

本当に自分が生きている、正確に言えば、生かされていることを実感できる季節だと思い

ます。  

新学期がスタートして約１ヶ月経過しました。１年生の皆さんは元気よく挨拶をしてく

れます。本校での生活に慣れ、新しい友達ができたでしょうか。２・３年生の皆さんは自

分の目標に向かって充実した学校生活を送っているでしょうか。 

 入学式でも始業式でも同じお願いをしました。リスペクトすること。皆さんを支え取り

巻く多くの人たちを大切にする。あなたの周りにある多くの物、机やイス、教科書を始め

学用品や自分達の持ち物を大切にする。そのことが結局は自分自身がリスペクトされる、

大切にされることになるのだと思います。お互いの思いを大切にこの学園でかけがえのな

い関係を構築してもらいたいと思います。 

 ところで、４月中旬の春季県体予選会では、ハンドボール男子、ソフトテニス、男女の

バスケットボール、サッカー、柔道、それぞれの試合の応援に行きました。柔道以外の結

果は残念ながらそれぞれ１回戦で敗退しましたが、ひたむきに 1 点を取るためにボールを

追いかける姿には感動しました。悔しさをバネに６月の選手権予選ではそれぞれのクラブ、

まずは１勝を合言葉
あ い こ と ば

に練習に励んでもらいたいと思います。 

 柔道の個人戦では有國君と上山さんが見事優勝しました。有國君は下馬評
げ ば ひ ょ う

通りでしたが、

上山さんは２年生ながら常に攻撃的な試合運びで素晴らしい優勝でした。今週に行われる

県体でも、きっと素晴らしい成果を収めてくれると信じています。二人の健闘を祈りたい

と思います。 

 県体が終わればすぐに中間考査が始まります。１年生にとっては３日間テストという初

めての経験になります。 

 早めにテスト準備に取りかかり、他人と比較することなく、自分の力を精一杯引き出す

ことを大切にしてください。そのためには日頃の授業やクラブ活動を始め、掃除でもその

他の学級活動でも、家庭での活動も一生懸命に取り組むことが大切で、規則正しい生活習

慣と集中して取り組む姿勢が大事になります。 

 余談ですが、私が中１で初めて中間考査を受けたとき 

寮の先輩からいろいろアドバイスをもらい、結局は詳細 

な計画を立てることに明け暮れ、それと各教科のノート 

をきれいにまめることに時間をとられ、英語の単語を発 

音しながら書いて覚えたり、数学の問題をたくさん解く 

ということまでに時間を取ることができず、大失敗に終 

わってしまった苦い経験があります。 

皆さん一人ひとりが、自分の力を信じて地道に、全力で取り組んでくれることを心から

願っています。 

  朝の地名テストにチャレンジチャレンジチャレンジチャレンジ！！！！    

 今回は常識テストでなく、昭和５３年(１９７８年)に実施された地名テスト（裏面）で

す。前回と同様に山本真喜雄元校長先生が作成されました。当時全校生徒、中１～中３、

１４６名中９０点以上が２４名いました。（中１―６名、中２―７名、中３―１１名）疲れ

たときに息抜きにチャレンジしてみてください。 
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